
 

 

定款附属書 

魚沼市土地改良区役員選挙規程（抜粋） 

 

（候補者の立候補等の届出） 

第１６条 組合員でなければ、役員に立候補し、又は役員の候補者を推薦することができない。 

２ 役員に立候補しようとする者は、当該選挙の期日の公告があった日から選挙期日の３日前まで

の間に、その旨を書面でこの土地改良区に届け出なければならない。 

３ 役員の候補者を推薦するには組合員１０人以上が本人の承諾を得て、前項の期間内に、その旨

を書面をもってこの土地改良区に届出なければならない。 

４ この土地改良区は、役員の候補者となった者の住所、氏名、理事又は監事の別及び立候補又は

被推薦の別を選挙の期日の前日までに公告し、かつ、選挙の当日投票所に掲示するものとする。 

５ 役員の候補者が立候補を辞退し、又は推薦の候補者でなくなった場合には、立候補し、又は推

薦をした者若しくは推薦された者は、直ちにその旨を書面をもってこの土地改良区に届け出なけ

ればならない。 

６ 第４項の公告のあった日以後において前項の届出があったとき、又は役員の候補者が死亡し、

若しくは第１８条の規定に該当するに至ったことを知ったときは、この土地改良区は、直ちにそ

の旨を公告するものとする。 

（立候補等の制限） 

第１７条 組合員でなければ役員に立候補し、又は役員の候補者に推薦されることができない。 

２ 理事の候補者となった者は、同時に監事の候補者となることができず、監事の候補者となった

者は、同時に理事の候補者となることができない。 

３ 選挙管理者、投票管理者及び開票管理者は、役員の候補者となることができない。 

（立候補の辞退とみなされる場合） 

第１８条 役員の候補者が前条第３項の規定により役員の候補者となることができない者となった

ときは、役員の候補者たることを辞したものとみなす。 

（当選人の決定） 

第１９条 有効投票の最多数を得た者をもって当選人とする。ただし、選挙すべき理事又は監事の

数で有効投票の総数を除して得た数の６分の１以上の得票数がなければならない。 

２ 当選人を定めるに当たり、得票数が同じであるときは、選挙管理者が、選挙立会人立会の上、

くじで定めるものとする。 

３ 理事と監事の選挙が同時に行われた場合において、第１項の規定により同一人が理事と監事の

双方に当選の資格を得たときは、いずれか一方を辞退しなければならない。 

（無投票の当選） 

第２０条 理事若しくは監事の候補者の数がその選挙において選挙すべき理事若しくは監事の数を

超えないとき、又は超えなくなったときは、投票を行わない。 

２ 前項の場合においては、選挙管理者は、直ちに、当該役員の候補者をもって当選人と定めなけ

ればならない。 

３ 前項の場合において、当該役員の候補者の被選挙権の有無は、選挙管理者が選挙立会人の意見

をきいて決定しなければならない。 

（当選人の失格） 

第２１条 当選人は、選挙の期日後において被選挙権を有しなくなったときは、当選を失う。 

（当選の公告） 

第２２条 当選人が定まったときは、選挙管理者は、直ちに当選人に当選の旨を通知し、同時に、

当選人の住所、氏名、所属被選挙区名及び理事又は監事の別を公告しなければならない。 

２ 前項の通知を受けた日から７日以内に当選を辞退する旨の届け出がないときは、当選人は、そ

の当選を承諾したものとみなす。 


